
平成 25 年４月１日発行　第１５号

大月市
農業委員会だより№15

　

環
太
平
洋
連
帯
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に
関
し
て
は
、
全
国
農
業
会

議
、
山
梨
県
農
業
会
議
に
お
き
ま
し
て
、
反
対
の
決
議
が
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
状
況
の
中
で
、
昨
年
12
月
に
衆
議
院
の
解
散
総
選

挙
が
行
わ
れ
、
自
由
民
主
党
が
政
権
与
党
と
な
り
ま
し
た
。
同
党

の
政
権
公
約
で
は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
し
て
は
、「
聖
域
な
き
関
税
撤
廃
」

を
前
提
に
す
る
限
り
交
渉
参
加
に
は
反
対
と
し
て
い
ま
す
。
関
税

撤
廃
の
除
外
品
目
が
確
保
で
き
な
か
っ
た
ら
や
め
る
選
択
肢
は
な

い
の
か
。
今
後
の
展
開
を
見
守
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
農
地
法
の
改
正
に
伴
い
、
市
内
の
農
地
利
用

状
況
を
調
査
し
て
お
り
、
今
年
度
は
、
賑
岡
・
大
月
・
初
狩
・
笹

子
の
農
地
利
用
状
況
調
査
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
基
に
、
耕
作
放
棄
地
の
掌
握
を
図
り
、

そ
の
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
、
新
規
就
農
者
の
集
約
に
向
け
進
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
格
的
に
農
業
に
取
り
組
む
農
業
者
に
対
す
る
農
地
の
供
給
体

制
は
不
十
分
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
を

促
進
す
る
た
め
に
、
制
度
の
周
知
・
啓
発
を
行
う
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
と
し
て
も
関
係
部
署
と
協
力
の
上
農
地
利
用
集
積

円
滑
化
促
進
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

発
刊
に
よ
せ
て

大
月
市
農
業
委
員
会

　
　

会
長　
　

小お

ま

た俣　

武た
け
い
ち一

葛野地区農地の利用状況を調査する農業委員と協力員葛野地区農地の利用状況を調査する農業委員と協力員



　

こ
の
調
査
は
、
農
地
法
第
30
条
で
定
め
ら
れ
て
お
り
毎
年
１
回
、
そ
の
区
域
内

に
あ
る
農
地
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
規

定
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。
耕
作
放
棄
地
の
掌
握
を
図
り
、
農
業
上
の

利
用
増
進
を
図
る
た
め
、
必
要
な
指
導
を
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
富
浜
・
猿
橋
・
七
保
地
区
の
農
地
利
用
状

況
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
富
浜
・
猿
橋
・
七
保
地
区
の
農
業
委
員
が
、
農
政
協

力
委
員
の
協
力
を
得
て
、
農
地
の
耕
作
状
況
の
レ
ベ
ル
判
定
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
22
年
調
査
時
に
は
耕
作
中
で
あ
っ
た
農
地
が
４
，
８
９
９
筆

あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
調
査
で
は
４
，
７
９
９
筆
に
減
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
ま
た
、
耕
作
放
棄
軽
度
で
あ
っ
た
農
地
が
耕
作
放
棄
中
度
等
に
移
行

し
て
い
る
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
伴
う
担
い
手
の
減
少
や
、
経
営
規
模
縮
小
等
が
主
な

要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
大
月
市
の
人
口
も
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
更
な
る

耕
作
放
棄
地
の
増
加
を
強
く
懸
念
し
、
早
急
な
対
策
を
打
つ
こ
と
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

●
耕
作
放
棄
地
の
対
策
に
つ
い
て

　

農
地
の
流
動
化
促
進
を
図
り
、
休
耕
中
の
農
地
を
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

大
月
市
が
事
業
主
体
の
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
農
地
地
権
者
が
団
体
へ
委
任
し
、
団
体
が
農
地
利
用
希
望
者
（
農
業

者
）
と
貸
借
契
約
を
行
う
事
業
で
す
。

・
地
権
者
側
の
メ
リ
ッ
ト

　

利
用
権
を
設
定
し
て
農
業
者
へ
貸
し
出
す
た
め
、
設
定
期
間
が
終
了
す
れ
ば
自

　

動
的
に
返
還
さ
れ
ま
す
。
離
作
補
償
料
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

・
利
用
者
側
の
メ
リ
ッ
ト

　

複
数
の
地
権
者
と
交
渉
を
せ
ず
に
農
地
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
農
業
委
員
会
の
利
用
状
況
調
査
を
反
映
さ
せ
、
よ
り
効
率
的
な
農

地
利
用
を
進
め
、
ま
た
、
市
外
の
方
が
所
有
の
休
耕
農
地
の
流
動
化
に
も
活
用
で

き
、
耕
作
放
棄
地
対
策
と
し
て
大
き
く
期
待
し
て
い
ま
す
。

●
担
い
手
対
策
に
つ
い
て

　

高
齢
化
対
策
と
し
て
新
た
な
担
い
手
を
応
援
す
る
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

45
歳
未
満
の
独
立
自
営
就
農
者
へ
の
所
得
安
定
対
策
と
し
て
、
国
の
補
助
制
度

を
導
入
し
て
、
青
年
就
農
給
付
金
補
助
を
実
施
し
て
お
り
、
昨
年
度
は
１
名
の
方

が
該
当
し
就
農
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
経
営
開
始
型
補
助
は
、
最
高
５
年
間
の

給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
準
備
型
と
し
て
農
業
経
営
者
育
成
教
育
機
関
や
先
進
農
家
研
修
を
受
け

る
場
合
に
、
山
梨
県
か
ら
給
付
を
受
け
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

山
梨
県
や
大
月
市
と
協
力
体
制
を
と
り
、
農
業
委
員
会
と
し
て
も
耕
作
放
棄
地

の
解
消
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
耕
作
放
棄
地
を
解
消
す
る
こ
と
は
、
害
虫
、

鳥
獣
害
、
不
法
投
棄
、
防
犯
、
火
災
等
を
防
止
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　

地
権
者
の
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
下
草
刈
り
等
を
行
う
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

<

富
浜
・
猿
橋
・
七
保
地
区
の
利
用
状
況
調
査
実
施>

農地利用状況調査の比較表



農地の権利異動や転用を行う場合は、
農業委員会または県知事の許可が必要です

転用許可を受けずに、勝手に転用することは法律で禁止されています

※第４・５条関係の申請から許可書の交付まで

申　

請　

書

農
業
委
員
会

富
士
・
東
部
農
務
事
務
所

農業会議

常任会議員

の会議

（翌月の 15 日前後）

▲

▲

▲

▲

▲

▲

毎月 10 日までに申請
（祝休日の場合は前日）

毎月 25 日総会
（祝休日の場合は前日）
総会終了後県へ進達

諮　　問

許可書が届き次第通知 翌月 20 日頃郵送

１. 使用基準の遵守

　農薬のラベルには適用病害虫と使用方法のほか、使用にあたって注意すべき事項が記載されてい

ます。必ず、ラベルを確認して使用基準を守って正しく使いましょう。

２. 農薬の飛散（ドリフト）防止

　ほ場外に農薬が飛散しないよう注意しましょう。

・飛散しにくい粒剤等の農薬を使用してください。

・作付け（混植、混作、間隔等）を見直し、工夫してください。

・作物の近くから、作物だけにかかるように散布し、ほ場の端部での散布は、外側から内側に向け

　ます。また、ほ場周囲に遮蔽シートやネットを設置すると良いでしょう。

・飛散低減ノズルを使い、散布圧力を上げすぎず、タンクやホースはしっかり洗います。

・近隣で収穫直前の作物がある場合は、連絡を取り合って散布時期を調整します。

農薬の適正使用について

■農薬ラベルの見方



あなたの地域を担当する農業委員です

　

昨
年
11
月
５
日
（
月
）
都
留
市
「
う

ぐ
い
す
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル
」
に
お
い

て
、
富
士
・
東
部
地
区
農
業
委
員
会
等

研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
最
近
の

農
業
・
農
村
を
め
ぐ
る
情
勢
と
農
業
委

員
会
活
動
の
強
化
に
向
け
て
」、「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
の
作
成
推
進
に
つ
い
て
」、

「
鳥
獣
害
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
」
の

講
演
が
あ
り
、
各
自
熱
心
に
耳
を
傾
け

　

昨
年
11
月
28
日（
水
）「
か
い
て
ら
す
・

山
梨
県
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い

て
、
平
成
24
年
度
山
梨
県
農
政
推
進
農

業
委
員
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
梨
県
の
各
市
町
村
か
ら
農
業
委
員

お
よ
び
関
係
者
が
集
ま
り
、
大
月
市
で

も
７
名
の
農
業
委
員
が
参
加
し
ま
し

た
。
ま
た
、
大
会
終
了
後
、
農
山
村
地

域
経
済
研
究
所
所
長
の
楠
本
雅
弘
氏
に

よ
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
！
魅
力
あ
る

農
業
・
地
域
活
性
化
を
目
指
し
て
」
を

テ
ー
マ
に
有
益
な
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

法
律
の
一
部
改
正
に
よ
り
、「
網
猟

免
許
」
と
「
わ
な
猟
免
許
」
が
別
々
に

な
り
わ
な
猟
免
許
が
取
得
し
や
す
く
な

り
ま
し
た
。
ま
た
囲
い
わ
な
は
、
農
業

者
・
林
業
者
が
被
害
を
防
止
す
る
場
合

は
、
狩
猟
免
許
が
な
く
て
も
一
定
の
条

件
の
も
と
で
使
用
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
合　

富
士
・
東
部
林
務
環
境
事
務
所

　
　
　
　

森
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(45)
７
８
１
２

　

有
害
鳥
獣
駆
除
用
の
箱
わ
な
を
利
用

希
望
の
方
は
、
市
農
林
業
担
当
（
☎
(20)

１
８
３
３
）
あ
る
い
は
、
農
業
委
員
会

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
度
山
梨
県
農
政
推
進
農
業

　
　

委
員
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

平
成
24
年
度
地
区
別
農
業
委
員
等

　
　
　

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

◇
◇
◇　

お
知
ら
せ　

◇
◇
◇

　

氏　　名 担　　当　　地　　区

今泉　 茂 笹子町全域

※相続等によって農地の権
　利を取得したときは、農
　地のある市町村の農業委
　員会に届出が必要です。
　詳しいことはご相談くだ
　さい。

※農地に関わる悩みなどが
　ございましたら、担当地
　区の農業委員までお気軽
　にご相談ください。

宮咲 寛也 下初狩（藤沢除く）・側子

小林 良次 藤沢・神戸・立川原・丸田

小宮 文男 沢井・大月・御太刀・駒橋

（会長職務代理）
平井 美孝 花咲全域（富士見台含む）

矢光 政成 下真木全域（沢中除く）
渡邊 克典 上真木全域・恵能野・間明野・桑西・沢中
小俣 光弘 浅利・強瀬・岩殿・西奥山
米山 義一 畑倉全域・日影・東奥山
古田 政義 下和田
志村 喜光 葛野・大島
西村 恒男 奈良子・林・田無瀬

（会長）
小俣 武一 瀬戸全域・駒宮・浅川

和田　 紘 殿上・猿橋・伊良原・四季の丘
知見 永一 小倉・田中・幡野・小沢・朝日小沢
石井 秀廣 小篠・津成・太田・小田・久保
久嶋 良元 山谷・中野・坂尻・大久保・袴着・宮谷
小俣 昭男 堀の内・下鳥沢・上鳥沢・寺向・駅南・小向
佐々木 威夫 梁川町全域

●
発
行　

大
月
市
農
業
委
員
会

●
編
集　

大
月
市
農
業
委
員
会
だ
よ
り

　
　
　
　

編
集
委
員
会

　
　

大
月
町
花
咲
１
６
０
８
―
１
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(20)
１
８
３
６

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
研
修
会
で

は
、
農
地
利
用
状
況
調
査
に
つ
い
て
、

大
月
市
の
事
例
発
表
も
行
い
ま
し
た
。

大
月
市
か
ら
は
農
業
委
員
15
名
が
参
加

し
ま
し
た
。


